
資料１ 参考資料  

竹岡地区交通空白地有償運送の現状について 

 
〇令和４年度利用状況（令和３年 10 月から令和４年９月末まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

〇運行経費と運行費補助等について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「竹岡地区交通空白地有償運送」とは‥平成 31 年４月から「自家用有償旅客運送（交通空白地有償運送）」の登録

を受け NPO 法人わだちが運行している。竹岡地区の公共交通のない地区を巡回し、天羽地区内の商店やスーパー、

医療機関などを経由する。 

利用者数：800 人（１運行あたりの利用者数 2.84 人） 

運行状況：定時定路線型 週２日運行（火・金曜）、１日 3.5 便（※うち予約 0.5 便） 

運行日数：109 日（計画日数 98 日） 運行便数：282 便（計画便数 343 便） 

・利用者数は前年比約

1.5 倍。１運行あたり

の利用者数は約 1.72

人から約 2.84 人に増

加 

・令和４年度はコンス

タントに国補助のライ

ンを超えるようにな

り、利用の定着が見ら

れる等着実に前進。 

令和４年度収支（R３.10～R４.9） 

収入 会費   74,000 円 74件×1,000 円 

   運賃収入 253,000 円 

計    327,000 円 

支出 人件費  1,725,000 円 運転手、事務員、運行管理者 

   保険料  200,720 円 自動車保険 

   燃料費  234,954 円 ガソリン代 

   修繕費  150,650 円 車両修繕費 

   賃借費  607,232 円 自動車リース代、会場代 

   駐車場代 72,000 円 駐車場代 

   その他  164,180 円 研修費、事務費等  

   計    3,154,736 円 

収支      △2,827,736 円（収支率 9.65％） 

令和４年度事業は、前年度と比べて約 9％支出額が増加（前年 2,893,642 円）した。 

また、本事業は、生活交通確保維持改善計画として認定を受け、国の補助金対象となっており、補助要件の

一つである「１運行あたり２人以上」の人数要件を満たしており、国補助金の交付を受けている。 

〇市補助金 

補助対象経費の総額から国等補助額、 運送

収入及び運送外収入を控除した額 

⇒今年度は、４月に提出された予算書に基づ

き 1,350 千円 を交付決定している。 

〇国補助金 

（地域公共交通確保維持改善事業費補助金） 

補助対象経費から経常収益を控除した額の
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⇒交付申請額 1,413 千円 



 

〇令和４年度（R3.10～R4.9）の取組内容について 

↑年度別運行状況（※R4 年度は R3.10～12 月末時点まで） 

 利用者アンケートを基に実施した令和３年 10月のダイヤ改正後、毎月１運行あたりの利用者数は２人以上

であり、平均で 2.84人であった。また、ＮＰＯ法人わだちが運営している「ふれあいサロン」の開催などに

より、臨時便を 12 回運行した。（台風 16 号、雪の影響により２回運休） 

 その他、令和４年５月に「ぷちバスわだち報告会」を開催した。報告会では、利用者に向けて現状及び今後

の方針について報告し、地区住民との意見交換も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ぷちバスダイヤ改正周知チラシ 

↑時刻表（R3.10 改正） 

↑「ぷちバスわだち報告会」の様子 

 今までの課題であった利用者数について、ダイヤ改正及び周知広報の成果もあり、令和４年度は利用者数 800人と

なった。今後は、病院・スーパー等のある湊地区の住民に向けて周知・広報を実施し、さらなる新規利用を開拓してま

いりたい。また、併せて会員数の増加も目指したい。（会員数 71人(Ｒ4.９月末現在)） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑年度別運行状況 

↑R3.10～R4.9 までの利用状況 

〇今後の展開について 


